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研究成果の概要（和文）：我々独自の液体中の極微量ガドリニウム造影剤超高感度検出新規撮像法に、さらに人
工知能によるノイズ低減技術を併用して画質を飛躍的に上昇させた新手法を用いて臨床評価を進めた。上矢状洞
近傍の皮質静脈周囲嚢胞形成が、glymphatic system下流の皮質静脈周囲軟膜下腔からのガドリニウム造影剤漏
出と関連していることを世界で初めて見出した。嚢胞が年齢とともに増大していくこと、嚢胞にも造影効果があ
ること、血液脳脊髄液関門の状況によって嚢胞の造影効果も変化することを示した。これらの結果は、全く新し
い知識である。本研究により、血液脳関門の理解に全く新しい知見を加えることができた。

研究成果の概要（英文）：To redefine blood-brain-barrier (BBB), we used advanced MRI techniques that 
were developed by us. We utilized extremely sensitive pulse sequences, which visualize ultra-low 
concentration gadolinium-based contrast agent (GBCA) in fluid. In human subjects, we found that 
intravenously injected GBCA slightly leaks to brain parenchyma of the subjects with normal BBB. 
Leaked GBCA exit brain through parevenous pial sheath to meningeal lymphatics along superior 
sagittal sinus. This leakage is closely related to aging and cyst formation along cortical veins. We
 also found that the age dependence of GBCA leakage to CSF is more prominent in ventricular CSF than
 in subarachnoid space of the brain surface. The results of this project were greatly influence the 
future research of BBB, drug delivery system and neurodegenerative disease.

研究分野： 放射線医学

キーワード： 血液脳関門　ガドリニウム造影剤　磁気共鳴画像　血液迷路関門
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人類全体にとって大きな問題である認知症などの神経変性疾患には血液脳関門の透過性亢進が関与していると推
定されている。また脳の疾患の治療には薬剤の血液脳関門の通過が必須である。我々は先進磁気共鳴画像技術を
用いて、従来考えられていたよりも血液脳関門は盤石ではなく、脳脊髄液を介して比較的自由に脳内に到達する
ことを見出した。またこれが年齢依存性が強いことも示した。さらに頭頂部における静脈周囲の嚢胞形成が、血
液脳関門の透過性を修飾することを世界で初めて示した。これらの結果は、血液脳関門に関する研究のブレーク
スルーをさらに加速させるものと思われる。将来的に神経疾患の治療に結びつく意義が大きな結果と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

血液脳関門(blood brain barrier: BBB)はすべての薬剤の開発過程で検討する必要がある薬物

動態における重要な要素のひとつである。BBB は脳の血管内細胞間のタイトジャンクショ

ンによる物理的障壁とグルコースをはじめとする必須内因性物質の取り込みと異物を排出

する積極的なメカニズムが関与して構成されている。従来、薬剤の分子量、脂溶性や BBB

における特異的なトランスポーターの有無などで BBB の通過性が決定されるとされてきた。

しかし実際には、新規薬物の BBB 通過性は化学構造や分子量からの厳密な予測は困難で、

薬物の脳内移行に一定の法則を見つけることは難しい。そのため、薬剤の脳内移行性検定で

は、脳毛細血管内皮細胞、周皮細胞（ペリサイト）及び星状神経膠細胞（アストロサイト）

の 3 種類の細胞により構成され、生体内での生理的な BBB 特性を保持しているとされる

in vitro 再構成系モデルキットが使用されている。もちろん動物実験により確認することが

重要であるが、動物種による違いも大きいとされる。ところで、我が国で発見されたガドリ

ニウム造影剤(Gd)複数回使用に伴う脳沈着問題をきっかけに、我々が動物、ヒトにおいて

様々な検討を行った結果、通常 BBB を通過しないはずの Gd が、脳神経末端や脳表の静脈、

脳室周囲器官、脊髄の神経根から神経節部などから脳脊髄液(CSF)へゆっくりと移行し、脳

表や脳室壁、血管周囲腔などから時間をかけて脳実質内へ侵入することが明らかとなった。

最近、動物で解明されつつある CSF-interstitial fluid pathway (glymphatic system)とも関連が

深いとされる。この glymphatic system は動物実験で確認されているがヒトではまだ十分に

検証されていない。動物では glymphatic system は睡眠中に活発に活動し、くも膜下出血、

外傷性脳損傷、加齢、脳梗塞、動脈硬化などで機能が低下するとされている。 

 

２．研究の目的 

我々は BBB の透過性について新たな考え方を提案するための本研究を行うことを企図した。

それは、従来、考えられてきた脳内の毛細血管から直接漏れる経路(BBB 透過性の fast 

component)：狭義の BBB とともに、血管から一旦 CSF 腔へゆっくりと漏出して、それが

時間とともに脳内へ入る BBB 透過性の slow component があり、今後の薬剤の開発や評価

にはその両方を動物種ごと、理想的には個人ごと、（睡眠、覚醒などの状態ごと）に検討す

ることが必要であるとの考え方である。 

 

３．研究の方法 

液体中の薄い濃度の Gd に超高感度の磁気共鳴画像撮像技術を自主開発することが第一歩

となる。特に improved 3D-real IR を開発して臨床応用した。さらに deep learning 

reconstruction(DLR)によるノイズ低減技術の併用することで、コントラストノイズ比を飛躍

的に上昇させた手法を用いた。それらを用いて人において血中から脳実質、CSF へ漏出する



過程を経時的、定量的に観察、測定し、詳細な形態観察とともに、年齢依存性を検討した。

特に glymphatic pathway の下流部分の上矢状静脈洞両脇の髄膜リンパ管や parasagittal dura

と静脈周囲軟膜下腔の関係を解明した。またそれらの周囲への Gd の分布を観察して、年齢

との関係を検討した。 

 

４．研究成果 

今回の研究課題の目的である 血液脳関門透過性の再定義に向けて を進めるために、近

年、当方で開発した液体中の極微量のガドリニウム造影剤への感度をさらに高めるための

新規パルスシーケンスの臨床応用を進めた。パルスシークエンスパラメーターの最適化と

して、繰り返し時間の延長と反転時間の最適化、フリップアングルの増加などを施行し、そ

れらにより、従来よりも半分の時間で、同等のコントラストノイズ比を達成する improved-

HYDROPS(i-HYDROPS)法と i-HYDROPS の技術を応用しつつ、さらに造影後の Paradoxycal 

signal decrease を防ぐための 3D-real IR 法も用いて、臨床例で脳脊髄液と迷路リンパ液の造

影効果を検討し始めた。臨床経験の増加とともに、ガドリニウム造影剤静注後 4 時間にて、

脳表の皮質静脈から脳脊髄液へのガドリニウム造影剤の漏れが Labbe 静脈周囲や頭頂部皮

質静脈周囲に多くみられること、そしてその漏出の程度は、37 歳以降に急速に目立つよう

になり、年齢と相関することを世界で初めて見出した。さらに Glymphatic system の評価の

ために T1, T2 などの磁気共鳴画像パラメーターを高速に定量する MR fingerprinting 技術の

導入も国内で最初に取り組み、測定精度や安定性の検証を進めるとともに、臨床データの収

集を行った。上記の結果は、国内外の学会で発表するとともに英文論文化した（Magn Reson 

Med Sci. 2018 Nov 9. doi: 10.2463/mrms.mp.2018-0043. および Magn Reson Med Sci. 2018 

Nov 5. doi: 10.2463/mrms.mp.2018-0053.）。 

後半は deep learning reconstruction(DLR)によるノイズ低減技術の併用することが可能とな

ったため、予想よりもコントラストノイズ比を飛躍的に上昇させることができたため、極め

て薄い濃度のガドリニウム造影剤を検出できた。そのため、世界で誰も気づいていなかった

glymphatic system 下流の静脈周囲軟膜 sheath のなかのドレナージ経路と髄膜リンパ管の関

係やくも膜下腔の嚢胞形成による血液脳関門の透過性修飾といった新規発見を成し遂げる

ことができた。脳室へのトレーサーの漏出が脳表のくも膜下腔よりも絶対量は少ないもの

の、年齢依存性がより高いということも世界で初めて見出した。ただし、血液脳関門の透過

性の日内変動や血液脳関門の透過性へ影響を与える年齢以外の因子の探索という課題が残

った。 
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【特別企画2】 気持ちが伝わるプレゼンテーション

【Web特別企画3】　臨床MRI安全運用のための指針に基づく造影剤使用の安全管理と造影剤に関わる最近の話題

 ４．発表年



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本放射線腫瘍学会第33回学術大会

ISMRM & SMRT Virtual Conference & Exhibition（国際学会）

ISMRM & SMRT Virtual Conference & Exhibition（国際学会）

ISMRM & SMRT Virtual Conference & Exhibition（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大宝和博、熊谷始紀、髙瀬裕樹、伊藤淳二、棚橋邦明、大岡史治、加茂前健、伊藤善之、長縄慎二

Toshiaki Taoka, Rintaro Ito, Rei Nakamichi, Toshiki Nakane, Hisashi Kawai, Shinji Naganawa

Takashi Mizuno, Yasuo Takehara, Masataka Sugiyama, Ryota Horiguchi, Shinji Naganawa, Yasuo Sakurai, Yutaka Kato, Shinji Abe,
Haruo Isoda, Tomohiro Sato, Tsuneo Ishiguchi, Masanori Tadokoro, Atsushi Nozaki

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

5～10個の脳転移に対するCyberknife治療における単一計画での同時照射法の有用性

Multi b-value Diffusion weighted image Diphase Map (MbDDM) to evaluate cerebrospinal fluid dynamics.

Energy loss assessed with 4D-Flow for the normal subjects and patients with an abdominal aortic aneurysm pre and post
endovascular aortic repair.

EVAR Does Not Affect Mean Blood Flow Volume and Flow Profile of the Visceral Arteries.

 １．発表者名

 １．発表者名
Masataka Sugiyama, Yasuo Takehara, Ryota Horiguchi, Takashi Mizuno, Ryota Hyodo, Takasuke Ushio, Tetsuya Wakayama, Atsushi
Nozaki, Hiroyuki Kabasawa, Marcus Alley, Satoshi Goshima, Shinji Naganawa

 ３．学会等名



2020年

2020年

2021年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

AIMS Neuro Imaging 2020（招待講演）（国際学会）

European Congress of Radiology (ECR) 2020（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NEUROFLUIDS: Physiology, methods and disease（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shinji Naganawa

Yutaka Kato, Kuniyasu Okudaira, Motoki kumagai, Toshiaki Taoka, Takeshi Kamomae, Yoshiyuki Itoh, Shinji Naganawa

Shinji Naganawa

Shinji Naganawa

The 32nd Annual Meeting of the European Society of Head and Neck Radiology (eshnr 2019)（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Glymphatic system and Gd-based contrast agent

Quantitative evaluation of distortion in magnetic resonance imaging for radiation treatment planning: Characterization of
system-related geometric distortion and effectiveness of distortion correction

Towards the visualization of Neurofluids dynamics by MR using IV-GBCA

Meniere disease imaging: What is right, what is wrong, what is new



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Society for Magnetic Resonance in Medicine 27th Annual Meeting (27th ISMRM)（国際学会）

International Society for Magnetic Resonance in Medicine 27th Annual Meeting (27th ISMRM)（国際学会）

Society of Nuclear Medicine & Molecular Imaging 2019 Annual Meeting（国際学会）

Toshiaki Taoka, Shinji Naganawa, Hisashi Kawai, Toshiki Nakane, Katsutoshi Murata

Katsuhiko Kato, Tetsuro Odagawa, Naotoshi Fujita, Yoshinori Tsutsumi, Shinji Abe, Shinji Naganawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Takeshi Kamomae, Takayoshi Nakaya, Fumitaka Kawabata, Kuniyasu Okudaira, Motoki Kumagai, Hiroshi Oguchi, Yoshiyuki Itoh,
Shinji Naganawa

Yutaka Kato, Kazushige Ichikawa, Toshiaki Taoka, Hirokazu Kawaguchi, Katsutoshi Murata, Katsuya Maruyama, Gregor
Koerzdoerfer, Josef Pfeuffer, Mathias Nittka, Shinji Naganawa

 ３．学会等名
European Society for Therapeutic Radiology and Oncology (ESTRO38)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Low b-value diffusion weighted imaging to evaluate cerebrospinal fluid dynamics.

Evaluation of 223Ra therapy on bone metastases of prostate cancer by 18F-fluoride PET/CT, 18F-FDG PET/CT and bone
scintigraphy/SPECT

Influence of implanted metals in new CT reconstruction　algorithm for radiotherapy treatment planning.

The impact of shorter acquisition time in MRF: Long term repeatability and reproducibility study on ISMRM/NIST phantom and
volunteers.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
American Society for Radiation Oncology 2019(ASTRO 2019)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

61st American Association of Physicists in Medicine Annual Meeting（国際学会）

Takeshi Kamomae, Yoshinori Sakurai, Masataka Oita, Takushi Takata, Tatsuya Niimi, Takashi Matsumura, Takuya Saito, Tomohiro
Komada, Katsuhiko Kato, Yoshiyuki Itoh, Shinji Naganawa

Tomohiro Komada, Takeshi Kamomae, Takashi Matsumura, Takuya Saito, Tatsuya Niimi, Masaya Matsushima, Ryota Hyodo, Shinji
Naganawa

Mariko Kawamura, Yutaro Koide, Taro Murai, Shunichi Ishihara, Yuki Takase, Takayuki Murao, Dai Okazaki, Takahiro Yamaguchi,
Kaoru Uchiyama, Yoshiyuki Itoh, Takeshi Kodaira, Yuta Shibamoto, Mika Mizuno, Fumitaka Kikkawa, Shinji Naganawa

Yumi Oie,Yoshiyuki Itoh, Mariko Kawamura, Yuki Takase, Takayuki Murano, Shunichi Ishihara, Yoshihito Nomoto, naoki Hirasawa,
Akiko Asano, Kouji Yamakawa, Junji Ito, Shinji Naganawa

Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe 2019（国際学会）

American Society for Radiation Oncology 2019(ASTRO 2019)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of Three-Dimensional Printed Compensator for Improvement of Dose Distribution in Boron Neutron Capture Therapy:
A Preliminary Study

An attempt to create a hollow blood vessel model by direct inkjet 3D printing with nano-composite hydrogel for IR.

Should Small Cell Carcinoma of the Cervix be Treated As Localized Small Cell Cancer or Advanced Cervical Cancer: A
Retrospective Multi-Institutional Cohort Study

Clinical　results　of　T1　glottic　cancer　treated　with　radiotherapy　using　2.25　Gy　per　fractions：A　multicenter
survey　in　clinical　practice.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

105th Scientific Assembly and Annual Meeting of Radiological Society of North America(RSNA)（国際学会）

105th Scientific Assembly and Annual Meeting of Radiological Society of North America(RSNA)（国際学会）

第78回日本医学放射線学会総会

Toshiaki Taoka, Kazuhiro Ohtakara, Hisashi Kawai, Yutaka Kato, Yoshiyuki Itoh, Shinji Naganawa, Toshiki Nakane, Rintaro Ito,
Kazushige Ichikawa, Kuniyasu Okudaira, Katsutoshi Murata, Katsuya Maruyama, Hirokazu Kawaguchi, Gregor Koerzdoerfer, Josef
Pfeuffer, Mathias Nittka

Toshiaki Taoka, Rintaro Ito, Rei Nakamichi, Toshiki Nakane, Hisashi Kawai, Shinji Naganawa

長縄慎二

長縄慎二

第21回山形めまい研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MR Fingerprinting Evaluation for the Early Changes of Relaxation Time in the Brain Tumor and Surrounding White Matter After
Stereotactic Radiotherapy.

Gadolinium Deposition in the Brain and Glymphatic System

Invited Lecture 10の司会

MR imaging of endolymphatic hydrops; What is right, what is wrong, and what is new.



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本磁気共鳴医学会大会

第99回慶應医学会総会・シンポジウム（招待講演）

画論　27th The Best Image

 ３．学会等名

長縄慎二

長縄慎二

 ２．発表標題

 ２．発表標題

長縄慎二

長縄慎二

第11回お茶の水　Neuroimaging Conference-ONIC-（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Glymphatic systemとMRI

特別講演 Glymphatic SystemとMRI

特別講演Ⅱ　脳の老廃物排泄機構とMRI

Glymphatic systemとMRI造影剤

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本核医学会　第89回中部地方会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第117回日本医学物理学会学術大会

Takeshi Kamomae, Fumitaka Kawabata, Takayoshi Nakaya, Kuniyasu Okudaira, Motoki Kumagai, Yoshikazu Miyake, Hiroshi Oguchi,
Yoshiyuki Itoh, Shinji Naganawa

Motoki Kumagai, Kazuhiro Ohtakara, Takeshi Kamomae, Fumitaka Kawabata, Kuniyasu Okudaira, Yoshiyuki Itoh, Shinji Naganawa

山田恵一郎、兵藤良太、堀口瞭太、伊藤　準、松島正哉、駒田智大、長縄慎二、進藤有一郎、長坂　憲

伊藤信嗣、岩野信吾、長縄慎二、加藤克彦

第117回日本医学物理学会学術大会

第48回日本IVR学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Novel electron density based-CT image from single-and dual-energy scanning for　radiation therapy treatment planning.

Comparison single treatment planning and multiple planning for multiple targets in Cyberknife therapy.

感染契機の肺動脈仮性動脈瘤からの喀血に対し塞栓術を施行した1例 A case of embolization for hemoptysis due to an infectious
pulmonary artery pseudoaneurysm.

舌骨下やリンパ節へのI-131集積は分化型甲状腺癌患者に対する低用量アブレーションの成否に影響するか

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第66回中部IVR研究会

日本医学放射線学会第166回中部地方会

日本医学放射線学会第166回中部地方会

松島正哉、駒田智大、山田恵一郎、堀口瞭太、伊藤　準、兵藤良太、岩野信吾、長縄慎二、石津洋二、田中　卓、馬越弘泰

小川　浩、竹原康雄、長縄慎二、高見秀樹、中黒匡人

川村麻里子、伊藤善之、大宝和博、岡田　徹、伊藤淳二、大家祐実、加茂前健、長縄慎二

佐々木裕太郎、中道玲瑛、川井　恒、田岡俊昭、長縄慎二、川島直実、下山芳江

第86回東海総合画像医学研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肝内門脈静脈短絡に対し塞栓術を施行した2例

術前診断が困難であった膵lymphangiomaの1例

早期乳癌に対する乳房温存手術＋術中放射線部分照射：10年の結果

中枢神経系原発anaplastic lymphoma kinase陽性未分化大細胞リンパ腫の1例



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回 4D-Flow研究会

第1回 4D-Flow研究会

第1回 4D-Flow研究会

 ３．学会等名

水野　崇、竹原康雄、杉山将隆、堀口瞭太、長縄慎二、櫻井康雄、加藤　裕、阿部真治、礒田治夫、佐藤智宏、石口恒男、田所匡典、野崎
敦

堀口瞭太、竹原康雄、杉山将隆、兵藤良太、駒田智大、松島正哉、川井　恒、長縄慎二、水野　崇、櫻井康雄、阿部真治、小森芳秋

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田嶋駿亮、礒田治夫、福永雅喜、小森芳秋、Roshani Perera、水野　崇、定藤規弘、長縄慎二

杉山将隆、竹原康雄、堀口瞭太、兵藤良太、駒田智大、長縄慎二、礒田治夫、牛尾貴輔、五島　聡、若山哲也、野崎　敦、Marcus Alley

第86回東海総合画像医学研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

健常者とEVAR術前後の腹部大動脈瘤患者のEnergy Loss

腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術(EVAR)

7テスラMR装置の高空間分解能3次元位相コントラスト磁気共鳴法を利用した脳血流動態解析の精度検証

腹部大動脈に対するEndovascular Aneurysmal Repairは内臓動脈の血流を増加させる(4D-Flowによる血行動態解析)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本核医学会第59回学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本磁気共鳴医学会大会

田岡俊昭、大宝和博、川井　恒、中根俊樹、伊藤倫太郎、加藤　裕、市川和茂、奥平訓康、伊藤善之、川口浩和、村田勝俊、丸山克也、
Gregor Koerzdoerfer, Josef Pfeuffer, Mathias Nittka, 長縄慎二

河村美奈子、加藤　裕、奥平訓康、佐竹弘子、丸山克也、長縄慎二

熊澤智宇、加藤　裕、市川和茂、田岡俊昭、村田勝俊、丸山克也、Gregor Koerzdoerfer, Josef Pfeuffer, Mathias Nittka, 長縄慎二

岩野信吾、伊藤信嗣、伊藤倫太郎、神谷晋一朗、加藤克彦、長縄慎二

第47回日本磁気共鳴医学会大会

第47回日本磁気共鳴医学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

定位放射線治療後の組織緩和時間のMRFによる測定：標的領域と周辺領域の評価 MR fingerprinting evaluation for the early changes
of relaxation time in the target area and surrounding area after stereotactic radiotherapy.

Evaluation of number of iterations for reconstruction in VIBE with compressed sensing on ultrafast dynamic breast MR
Compressed sensing VIBE法を用いた乳房ultrafast MRIにおけるiteration回数による画質への影響

Impact of step size in the dictionary for long T1 values on MR Fingerprinting MR Fingerprintingにおけるステップ幅の異なる辞
書による定量値への影響

分化型甲状腺癌の術後アブレーションにおける予期せぬトレーサー集積部位の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本核医学会第59回学術集会

日本核医学会第59回学術集会

第87回東海総合画像医学研究会

伊藤信嗣、岩野信吾、加藤克彦、長縄慎二

加藤克彦、小田川哲郎、藤田尚利、堤　貴紀、田村美香、阿部真治、長谷川　千夏、長縄慎二

西田あゆみ、兵藤良太、岩野信吾、下山芳江、長縄慎二

Shinji Naganawa

German-Japanese Radiological Affilication 19th Workshop（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

舌骨下やリンパ節へのI-131集積は低用量アブレーションの成否に影響するか

18F-NaF PET/CT、18F-FDG PET/CT、骨シンチ/SPECTによる去勢抵抗性前立腺癌骨転移223Ra治療の評価

肝原発MALTリンパ腫の2例

Leakage of IV-gadolinium to CSF; Where does it from?



2018年

2019年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

European Conference of Radiology (ECR) 2019（国際学会）

International Society for Magnetic Resonance in Medicine 2018(ISMRM 2018)（国際学会）

International Society for Magnetic Resonance in Medicine 2018(ISMRM 2018)（国際学会）

 ３．学会等名

Toshiaki Taoka, Gregor Jost, Shinji Naganawa, Hubertus Pietsch

Masataka Sugiyama, Yasuo Takehara, Tetsuya Wakayama, Atsushi Nozaki, Marcus Alley, Takasuke Ushio, Shinji Naganawa, Harumi
Sakahara

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shinji Naganawa

長縄慎二

AIMS Neuroimaging in Chicago 2018（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Impact of the glymphatic system on the kinetric and distribution of gadodiamide in the rat brain: Observation by dynamic MRI
and effect of circadian rhythm on tissue gadolinium concentrations.

Blood flow measurement using 3D cine PC MRI within the abdominal aortic aneurysm and visceral arteries in pre- and post-EVAR
condition; blood flow in the SMA might be improved after EVAR.

Glymphatic system:State of the art science

AI(Artificial intelligence)と画像診断～世界の潮流をふまえて～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
European Conference of Radiology (ECR) 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

104th Scientific Assembly and Annual Meeting of Radiological Society of North America(RSNA)（国際学会）

Jun Ito, Tomohiro Komada, Masahiro Nakatochi, Fumie Kinoshita, Yumiko Kobayashi, Kojiro Suzuki, Shinji Naganawa

Takeshi Kamomae, Hajime Monzen, Kazuma Sugita, Kuniyasu Okudaira, Morikazu Amano, Yoshihiro Kawai, Hiroshi Oguchi, Motoki
Kumagai, Mariko Kawamura, Kazuhiro Ohtakara, Yoshiyuki Itoh, Shinji Naganawa

Yoshinori Tsutsumi, Shingo Iwano, Naoki Okumura, Shiro Adachi, Shinji Abe, Takahisa Kondo, Shinji Naganawa, Katsuhiko Kato

Satoko Ishigaki, Takashi Nihashi, Hiroko Satake, Keisuke Uehara, Shinji Naganawa

18th Asia-Oceania Congress of Medical Physics (AOCMP) & 16th South-East Asia Congress of Medical Physics (SEACOMP)（国際学
会）

European Conference of Radiology (ECR) 2019（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

A Matched Study Comparing Right Portal Vein Embolization with and without Segment 4 Portal Vein Embolization for Right
Hepatic Trisectionectomy.

Feasibility of novel thin bolus using tungsten functional paper for electron beam radiotherapy.

Assessment of the severity in chronic thromboembolic pulmonary hypertension by quantitative parameters of dual-energy CT.
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